PYC News[1](Feb2015) 「ことばの遅れってどういうこと？どうしたらいい？」

こんにちは。PYC菅原です。これからこのPYC NewsでRDI Communityの話題、最新の研究論文の中で「これは！」というもの、日頃コンサルテーションで出会うお子さんや親御さんとの会話や悩み、自らの子育て（５歳年中児）の中から思うことを書き綴っていきたいと思います。うちは違った、ここはいったいどうなんだ、など自由な思いや感想などお伺いできると今後より充実した内容となると思います。また購読申し込みの時にご案内したトピックのリストからリクエストがあれば極力それに沿っていきますし、トピックのリストは日々増殖しています。どうぞゆったりお付き合いいただきますよう、よろしくお願いします。

３歳児検診の前後でよく心配事として伺うのはお子さんのことばが少ない、ことばが遅れているのでは、ということがあります。もちろんすべてのお子さんはそれぞれに違った特徴があり、お子さんを育てる親御さんもまたみな異なるので、一概には何も言えません。当然どう考えてどう応援するかは、これまたバラバラです。よく出会うのは、発達検査などでの指摘を受け、

　　　ことばがわからないんだから、たくさんことばをかけて教えます！

　　　やりとりが難しいみたいだから、このパタンではこう言う、と教え込みます！

という親御さんです。

そもそも言葉が辞書に書いてあるような一語一義的な理解で頭の中にストックされているものだけ、ではないのです。もしそうだったらどうでしょう。電子辞書を脳に内臓するイメージでしょうか。もちろんそういう知識も必要です。けれど、実のところ子供の口からことばが出てくるまでにどんなことが起こっているか、赤ちゃんが生まれてから初語まで生活経験の全てをビデオに撮り分析した研究があります（＊１）。要は、99%のことばは子供が見た、触れた、etc.の無数の経験の集積の末に、「これってこういうものなんだ」「これをみんなは○○と呼ぶんだ」と（意識下に）わかった後で、口にする、ということです。赤ちゃんが一人歩きを始め世界を探索しつつ日々触れる世界の中で、世の中ってこんなことが繰り返し起こるなあ、と状況が掴めてきて、その末にことばという手段で周囲の人がやりとりしているのをまねして言ってみる感じでしょうか。

ことばが遅れている、ということは、ことばというより「まだ世界がどんなものかよくわからない」ということではないかと思います。本人にとって「わかる感じがもてた経験」が十分に積み重なっていないのです。世界がよくわからないとき、やりとりの関係自体がわかっていないのでとりあえず繰り返してみるという試みがおうむ返しだったりします。

さて、どうしたらよいでしょう。私の一つの答えはそのお子さんにとって「わかる」経験をお母さんと増やすことです。

「ことばをガンガン教え込んでます」とおっしゃっていたお母さん方へ同じようなことを説明すると、ひとりの方からことばが出てくるその過程って英語がしゃべれるようになるのと同じような感じですか、と鋭いコメントが返ってきました。一語一義の丸暗記ではなくて、こういう場面ではこういうんだ、と経験して使ってみる、通じた！自分の言葉になっていく、という過程です。この時、自分の中でその言葉を知っていることを知っているのでこの記憶は顕在記憶explicit memoryです。一方経験集積から無意識に関連記憶やイメージを起動してしゃべっている場合潜在記憶implicit memoryです（この違いは続くお話でも大事なポイントなのでまた後ほど触れます）。３歳くらいのお子さんの場合は潜在記憶が優勢だろうと思うのでその点は違いますが、経験からことばを獲得するという流れは合っています。このコメント後お子さんにことばを浴びせるのはやめて一緒に向き合う時間を時間を増やしてもらった結果、やりとりとなる会話があっという間に増えたそうです。

また別の何人かのお母さんは面接でのお子さんと私の関わりペースののんびりさとその時のお子さんの生き生きした様子を見て色々と考えたようです。指示や質問のことばを減らしてあったかいね〜、うれしいね〜などお子さんと一緒に経験しながら感じたことを本人がわかるようなペースで口に出して（経験共有して＊２）みました。１〜２ヶ月でおうむ返しがなくなったり、ことばが圧倒的に増えた、という嬉しい変化がありました。

それから「（ことばで）教えられることは全部教えたけれどそれじゃ子供の伸びに限界があった」と感じRDIに出会ってプログラムを始めたというお母さんもいらっしゃいます。

（ www.yourchord.jp  RDI体験記参照 ）

RDIにはお子さんの発達のどこがうまくいっていないか細やかに点検し定型の発達に導く手立てがあります。RDIプログラムで本格的に取り組むのが今は必要ということもありますし、お子さんとの接し方を勉強会を通じて日々の接し方を工夫することで本来の成長の流れにうまく近づけていける場合もあります。近く勉強会の日程をPYC Newsでご案内したいと考えています。

また、ことばに遅れがなくなった時気をつけるべきことがあります。よくわからないまま言葉をたくさん浴びた結果かなと思うのですが、そのお話は「ことばに本当の意味がついてない？の巻」へ続きます。乞うご期待。

最後まで読んで頂き本当に有難うございました。忌憚ないご意見ご感想をお待ちしております。
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＊１　英語で19:52の長さ、プレゼンテーションの形の研究報告です。

Ted Talk; Deb Roy: The birth of a word; http://youtu.be/RE4ce4mexrU

＊２　経験共有　 experience-sharing

どうしても気持ちが通じない、伝わらないと思うと「指示」「命令」「質問」といったことばが多くなりがちなので、そうならないよう意識して「あ、〜だ！」「こんな感じがする」「こう思う」といった、気づいた、感じた、思ったことなどを言葉にして共有することです。

